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〈図1〉
ナミアゲハが、ミカンの葉に含まれる産卵刺激化合物である
シネフリンとカイロイノシトールの混合液を塗布した人工葉
に産卵している様子。前脚で人工葉に触れるや否や、腹部を
クルッと丸めて先端を押し付け、卵を産み付けている。同じ
混合液を染み込ませた白色のろ紙に触らせた場合も同様の産
卵行動が見られるので、葉の形や色や感触は産卵に影響しな
いとわかる。化合物の刺激が重要なのである。

「本能」のしくみから「生きる」を考える
（チョウが食草を見分けるしくみを探る：昆虫食性進化研究室）尾崎克久

みます。成虫の寿命は短く、練習を重ねて徐々に味見を上達する時間はな
いので、食草認識のしくみは本能としてプログラムされ、正確に受け継が
れています。本能に関わる遺伝子から産卵行動までを総合的に解明し、チ
ョウが食草を選んでいのちを紡ぎ、進化する様子を理解します。

動画はこちら
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